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課題番号 LZ005  

先端研究助成基金助成金（最先端・次世代研究開発支援プログラム） 

実施状況報告書（平成２２年度） 
本様式の内容は一般に公表されます 

 

研究課題名 看護卒後教育による mid-level provider 育成と医療提供イノベーション 

研究機関・ 

部局・職名 
東京医科歯科大学・大学院保健衛生学研究科・教授 

氏名 井上 智子 

 

 

 

 

 

 

1. 当該年度の研究目的 

 

平成 22 年度は、我が国における mid-level provider（以後、高度実践看護師と称する） のあり方ならび

にその教育内容・方法を検討するための内外の情報を幅広く集め、教育プログラム（案）作成に着手する。

また高機能シミュレータ等を選定、整備し、mid-level provider（高度実践看護師）として身につけるべき高

度技術教育充実のための教育環境整備を行う。 

 

 

 

2. 研究の実施状況 

 

我が国における mid-level provider（看護領域においては、以後、高度実践看護師と称す） のあり方

検討と教育プログラムを作成するための国内外の情報収集として、高度実践看護の共通科目として不

可欠といわれている３P 科目(Pharmacology, Pathophysiology, Physical assessment)について、検討を

開始した。方法は、①米国代表校のシラバスを集め分析し、②それらをもとに、標準的シラバスを作成し

た。③標準的シラバスは、平成 23 年度の訪米時に、米国の高度実践看護師とその教育者に意見を求

め、オンライン学習による教材作成に役立てる予定である。    

高度看護実践師育成のための、高機能シミュレータの機能比較、機種選定を行い、本学保健衛生学

研究科に設置されている看護アーツルームに設営し、mid-level provider 教育対応型シミュレーション機

器の充実を図った。また関係諸機関との連携としての、日本看護系大学協議会（高度実践看護師制度

推進委員会、専門看護師教育課程認定委員会）責任者との連絡会議をもち、本事業における高度実践

看護師教育をうけたことが、将来高度実践看護師としての個人資格認定、制度認定に繋がるよう、意見

交換を行った。 

３P 科目の米国講師による「オンライン教育」と少人数の集合教育による「演習」実施に向けて、米国

の看護系大学教員と連絡を取り、平成 23 年度以降の来日スケジュール等を調整した。 
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3． 研究発表等 

 
 

雑誌論文 

 

計０件 

（掲載済み－査読有り） 計０件 

 

（掲載済み－査読無し） 計０件 

 

（未掲載）       計０件 

 

会議発表 

 

計０件 

専門家向け 計０件 

 

一般向け 計０件 

図 書 

 

計０件 

 

 

 

 

産業財産権 

出願・取得状

況 

 

計０件 

（取得済み） 計０件 

 

（出願中） 計０件 

 

Ｗｅｂページ 

（ＵＲＬ） 
http://www.adnr.jp/ 

 

 

国 民 と の 科

学･技術対話

の実施状況 

平成 23 年 12 月に、高知県高知市で「市民のための看護フォーラム」を開催するよう交渉中。 

 

 

新聞･一般雑

誌等掲載 

計０件 

 

 

 

その他  

 

 

4．その他特記事項 

   



様式１９　別紙２ 課題番号 LZ005

１．助成金の受領状況（累計） （単位：円）

①交付決定額
②既受領額
（前年度迄の
累計）

③当該年度受
領額

④(=①－②－
③）未受領額

82,000,000 0 37,800,000 44,200,000

24,600,000 0 11,340,000 13,260,000

106,600,000 0 49,140,000 57,460,000

２．当該年度の収支状況 （単位：円）

①前年度未執
行額

②当該年度受
領額

③当該年度受
取利息等額
（未収利息を
除く）

④(=①＋②＋
③）当該年度
合計収入

⑤当該年度
執行額

⑥（＝④－⑤）
当該年度未執
行額

0 37,800,000 0 37,800,000 1,047,900 36,752,100

0 11,340,000 0 11,340,000 314,118 11,025,882

0 49,140,000 0 49,140,000 1,362,018 47,777,982

３．当該年度の執行額内訳 （単位：円）

金額

1,047,900

0

0

0

1,047,900

314,118

1,362,018

４．当該年度の主な購入物品（１品又は１組若しくは１式の価格が５０万円以上のもの）

仕様・型・性能
等

数量
単価

（単位：円）
金額

（単位：円）
納入
年月日

設置研究機関
名

0

0

0

実施状況報告書（平成２２年度）　助成金の執行状況

備考

直接経費

間接経費

研究初年度であり、研究の情報収集・データ
収集・データ分析に必要なPC、プリンタ、ビデ
オカメラおよびその付属品を購入した。

本様式の内容は一般に公表されます

旅費

謝金・人件費等

間接経費計

なし

直接経費計

その他

直接経費

間接経費

合計

物品費

合計

合計

物品名




